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第一部 【企業情報】

 

第１ 【企業の概況】

 

１ 【主要な経営指標等の推移】
 

回次
第68期

第２四半期
連結累計期間

第69期
第２四半期
連結累計期間

第68期

会計期間
自 平成29年１月１日
至 平成29年６月30日

自 平成30年１月１日
至 平成30年６月30日

自 平成29年１月１日
至 平成29年12月31日

売上高 (千円) 4,294,211 4,551,839 8,740,909

経常利益 (千円) 161,952 313,221 391,502

親会社株主に帰属する
四半期(当期)純利益

(千円) 93,178 215,435 254,834

四半期包括利益又は包括利益 (千円) 246,124 28,147 476,757

純資産額 (千円) 9,797,205 9,993,947 10,027,438

総資産額 (千円) 17,983,450 17,323,608 17,712,245

１株当たり四半期(当期)
純利益金額

(円) 60.78 140.56 166.24

潜在株式調整後１株当たり
四半期(当期)純利益金額

(円) ― ― ―

自己資本比率 (％) 54.5 57.7 56.6

営業活動による
キャッシュ・フロー

(千円) 296,203 500,610 817,173

投資活動による
キャッシュ・フロー

(千円) △615,499 △266,420 △951,679

財務活動による
キャッシュ・フロー

(千円) △44,446 △624,265 △638,323

現金及び現金同等物の
四半期末(期末)残高

(千円) 6,280,429 5,464,244 5,874,970
 

 

回次
第68期

第２四半期
連結会計期間

第69期
第２四半期
連結会計期間

会計期間
自 平成29年４月１日
至 平成29年６月30日

自 平成30年４月１日
至 平成30年６月30日

１株当たり四半期純利益金額 (円) 63.38 88.91
 

(注) １　当社は四半期連結財務諸表を作成しておりますので、提出会社の主要な経営指標等の推移については記載し

ておりません。

２　売上高には、消費税等は含まれておりません。

３　潜在株式調整後１株当たり四半期(当期)純利益金額については、潜在株式が存在しないため記載しておりま

せん。

４．平成29年７月１日付で普通株式10株につき１株の割合をもって株式併合を実施しております。前連結会計年

度の期首に当該株式併合が行われたと仮定し、１株当たり四半期(当期)純利益金額を算定しております。

 

２ 【事業の内容】

当第２四半期連結累計期間において、当グループ(当社および当社の関係会社)が営んでいる事業の内容に重要な変

更はありません。
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第２ 【事業の状況】

 

１ 【事業等のリスク】

当第２四半期連結累計期間において、新たな事業等のリスクの発生、または前事業年度の有価証券報告書に記載し

た事業等のリスクについて重要な変更はありません。

 

２ 【経営上の重要な契約等】

当第２四半期連結会計期間において、経営上の重要な契約等は行われておりません。

 

３ 【財政状態、経営成績及びキャッシュ・フローの状況の分析】

文中の将来に関する事項は、当四半期連結会計期間末において当社が判断したものであります。

(1) 業績の状況

当第２四半期連結累計期間におけるわが国経済は、企業収益や雇用環境の改善傾向など緩やかな回復基調が続い

ているものの、米国などにおける保護主義的な動きや世界的な地政学リスクの影響などにより、景気の先行きは依

然として不透明な状況で推移しました。

当グループを取り巻く事業環境は、主力のバーコード用リボンなどのサーマルトランスファーメディア、修正

テープの市場は底堅く推移しているものの、スマートフォン・タブレット端末等の電子材料分野向けを主とする機

能性フィルム「ＦＩＸＦＩＬＭ」の市場においては、依然として厳しい販売・価格競争が続いております。

このような環境のなか、当グループは、創造型企業としての技術基盤をもとに、新製品の開発および新市場の開

拓を重点課題とし、多様化・高度化する顧客のニーズに対応する開発に努めてまいりました。

また、サーマルトランスファーメディア、修正テープなどについては、国内外において積極的な拡販活動を展開

してまいりました。

生産面におきましては、海外生産拠点であるエフシーベトナムコーポレーション(当社子会社)の活用強化による

生産効率化、グループ全体でのコスト削減の推進による収益の改善に取り組んでまいりました。

この結果、連結売上高は、主力製品を中心に拡販に努めた結果、45億５千１百万円(前年同期比6.0％増)となりま

した。

利益面におきましては、高付加価値製品の販売増加およびグループを挙げた生産の効率化によるコスト削減など

により、営業利益は３億１千１百万円(前年同期比100.8％増)となりました。経常利益は為替差損の計上などがあり

ましたが、３億１千３百万円(前年同期比93.4％増)となり、親会社株主に帰属する四半期純利益は法人税等の計上

などにより、２億１千５百万円(前年同期比131.2％増)となりました。

品目別売上高の状況は、次のとおりであります。

サーマルトランスファーメディアは、主力のバーコード用リボンを中心に拡販に努めた結果、25億８千４百万円

(前年同期比12.4％増)となりました。

インパクトリボンは、市場の縮小傾向が続くなか、選択と集中にもとづく営業活動を展開しましたが、４億６千

５百万円(前年同期比11.5％減)となりました。

テープ類は、堅調な需要はあるものの、９億３千４百万円(前年同期比3.2％減)となりました。

機能性フィルムは、電子材料分野を中心に拡販に努めた結果、２億３千４百万円(前年同期比27.7％増)となりま

した。

その他は、３億３千２百万円(前年同期比4.1％増)となりました。
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(2) 財政状態の分析

当第２四半期連結会計期間末の総資産は、173億２千３百万円(前連結会計年度末比2.2％減)と、前連結会計年度

末に比べ３億８千８百万円の減少となりました。これは、主に借入金の返済等による現金及び預金の減少などによ

るものであります。

負債は、73億２千９百万円(前連結会計年度末比4.6％減)と、前連結会計年度末に比べ３億５千５百万円の減少と

なりました。これは、主に金融機関への借入金の返済による長期借入金の減少などによるものであります。

純資産は、99億９千３百万円(前連結会計年度末比0.3％減)と、前連結会計年度末に比べ３千３百万円の減少とな

りました。これは、主に投資有価証券の時価の下落によるその他有価証券評価差額金の減少などによるものであり

ます。

 

(3) キャッシュ・フローの状況

当第２四半期連結累計期間の営業活動によるキャッシュ・フローは、税金等調整前四半期純利益の計上、減価償

却費の内部留保などにより、５億円の収入となり、前年同期比では２億４百万円の収入の増加となりました。

投資活動によるキャッシュ・フローは、有形固定資産の取得による支出などにより２億６千６百万円の支出とな

り、前年同期比では３億４千９百万円の支出の減少となりました。

財務活動によるキャッシュ・フローは、長期借入金の返済による支出などにより６億２千４百万円の支出とな

り、前年同期比では５億７千９百万円の支出の増加となりました。

この結果、現金及び現金同等物の当第２四半期連結会計期間末残高は、期首残高に比べ４億１千万円減少し、54

億６千４百万円となりました。

 

(4) 事業上及び財務上の対処すべき課題

当第２四半期連結累計期間において、当グループの事業上および財務上の対処すべき課題に重要な変更および新

たに生じた課題はありません。

 

(5) 研究開発活動

当第２四半期連結累計期間の研究開発費の総額は１億８千５百万円であります。なお、当第２四半期連結累計期

間において、当グループの研究開発活動の状況に重要な変更はありません。
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第３ 【提出会社の状況】

 

１ 【株式等の状況】

(1) 【株式の総数等】

① 【株式の総数】

 

種類 発行可能株式総数(株)

普通株式 6,000,000

計 6,000,000
 

 

② 【発行済株式】

 

種類
第２四半期会計期間末

現在発行数(株)
(平成30年６月30日)

提出日現在
発行数(株)

(平成30年８月10日)

上場金融商品取引所名
又は登録認可金融
商品取引業協会名

内容

普通株式 1,789,487 1,789,487
東京証券取引所
市場第二部

単元株式数
100株

計 1,789,487 1,789,487 ― ―
 

 

(2) 【新株予約権等の状況】

該当事項はありません。

 

(3) 【行使価額修正条項付新株予約権付社債券等の行使状況等】

該当事項はありません。

 

(4) 【ライツプランの内容】

該当事項はありません。

 

(5) 【発行済株式総数、資本金等の推移】

 

年月日
発行済株式
総数増減数

(株)

発行済株式
総数残高
(株)

資本金増減額
 

(千円)

資本金残高
 

(千円)

資本準備金
増減額
(千円)

資本準備金
残高
(千円)

平成30年４月１日～
平成30年６月30日

― 1,789,487 ― 4,791,796 ― 1,197,949
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(6) 【大株主の状況】

平成30年６月30日現在

氏名又は名称 住所
所有株式数
(千株)

発行済株式総数に対する
所有株式数の割合(％)

鈴花株式会社 兵庫県西宮市甲子園口一丁目16番14号 258 14.43

東京海上日動火災保険株式会社 東京都千代田区丸の内一丁目２番１号 109 6.13

トーア再保険株式会社
東京都千代田区神田駿河台三丁目
６番地の５

109 6.10

株式会社みずほ銀行

(常任代理人　資産管理サービ
ス信託銀行株式会社)

東京都千代田区大手町一丁目５番５号
(東京都中央区晴海一丁目８－12)

76 4.25

オー・ジー株式会社 大阪市淀川区宮原四丁目１－43 66 3.72

赤　城　耕太郎 兵庫県芦屋市 53 2.96

赤　城　貫太郎 兵庫県宝塚市 49 2.78

フジコピアン従業員持株会 大阪市西淀川区御幣島五丁目４番14号 45 2.55

前　川　貞　夫　 香川県三豊市 35 2.00

株式会社百十四銀行
(常任代理人　資産管理サービ
ス信託銀行株式会社)

香川県高松市亀井町５番地の１
(東京都中央区晴海一丁目８－12)

31 1.78

計 ― 836 46.77
 

(注)　１　上記のほか、当社所有の自己株式256千株(14.35％)があります。

 ２　発行済株式総数に対する所有株式数の割合は、小数点第３位以下を切り捨てて表示しております。

 

(7) 【議決権の状況】

① 【発行済株式】

平成30年６月30日現在

区分 株式数(株) 議決権の数(個) 内容

無議決権株式 ― ― ―

議決権制限株式(自己株式等) ― ― ―

議決権制限株式(その他) ― ― ―

完全議決権株式(自己株式等)
(自己保有株式)
普通株式 256,800
 

―
株主としての権利内容に制限のない、
標準となる株式

完全議決権株式(その他)
普通株式

1,525,200
15,252 同上

単元未満株式 普通株式 7,487
 

― 同上

発行済株式総数 1,789,487 ― ―

総株主の議決権 ― 15,252 ―
 

(注) 「単元未満株式」欄の普通株式には、当社所有の自己株式45株が含まれております。

 

② 【自己株式等】

平成30年６月30日現在

所有者の氏名
又は名称

所有者の住所
自己名義
所有株式数

(株)

他人名義
所有株式数

(株)

所有株式数
の合計
(株)

発行済株式総数
に対する所有

株式数の割合(％)

(自己保有株式)
フジコピアン株式会社

大阪市西淀川区御幣島
五丁目４番14号

256,800 ― 256,800 14.35

計 ― 256,800 ― 258,800 14.35
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２ 【役員の状況】

前事業年度の有価証券報告書提出日後、当四半期累計期間における役員の異動は、次のとおりであります。

役職の異動

新役名及び職名 旧役名及び職名 氏名 異動年月日

取締役上席執行役員

経営企画室長

兼　環境・品質統制室長

取締役上席執行役員

経営企画室長
赤城　耕太郎 平成30年６月11日
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第４ 【経理の状況】

 

１　四半期連結財務諸表の作成方法について

当社の四半期連結財務諸表は、「四半期連結財務諸表の用語、様式及び作成方法に関する規則」(平成19年内閣府令

第64号)にもとづいて作成しております。

 

２　監査証明について

当社は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定にもとづき、第２四半期連結会計期間(平成30年４月１日から平

成30年６月30日まで)および第２四半期連結累計期間(平成30年１月１日から平成30年６月30日まで)に係る四半期連結

財務諸表について、EY新日本有限責任監査法人による四半期レビューを受けております。なお、新日本有限責任監査

法人は平成30年７月１日付をもって、名称をEY新日本有限責任監査法人に変更しております。
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１ 【四半期連結財務諸表】

(1) 【四半期連結貸借対照表】

           (単位：千円)

          
前連結会計年度

(平成29年12月31日)
当第２四半期連結会計期間

(平成30年６月30日)

資産の部   

 流動資産   

  現金及び預金 5,874,970 5,464,244

  受取手形及び売掛金 ※１  2,534,394 ※１  2,799,920

  電子記録債権 ※１  517,877 ※１  446,347

  商品及び製品 518,510 545,957

  仕掛品 478,777 518,384

  原材料及び貯蔵品 442,871 439,963

  繰延税金資産 20,927 25,765

  その他 125,399 99,171

  貸倒引当金 △2,948 △3,118

  流動資産合計 10,510,780 10,336,635

 固定資産   

  有形固定資産   

   建物及び構築物（純額） 1,930,882 1,903,752

   機械装置及び運搬具（純額） 1,262,369 1,259,820

   土地 1,679,923 1,679,923

   建設仮勘定 37,982 95,558

   その他（純額） 515,875 535,059

   有形固定資産合計 5,427,033 5,474,114

  無形固定資産   

   のれん 6,783 ―

   その他 59,665 72,465

   無形固定資産合計 66,449 72,465

  投資その他の資産   

   投資有価証券 1,511,347 1,282,339

   長期貸付金 826 644

   その他 195,907 157,509

   貸倒引当金 △100 △100

   投資その他の資産合計 1,707,981 1,440,393

  固定資産合計 7,201,464 6,986,972

 資産合計 17,712,245 17,323,608
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           (単位：千円)

          
前連結会計年度

(平成29年12月31日)
当第２四半期連結会計期間

(平成30年６月30日)

負債の部   

 流動負債   

  支払手形及び買掛金 ※１  569,721 ※１  591,250

  電子記録債務 ※１  961,892 ※１  979,732

  短期借入金 144,177 132,767

  1年内返済予定の長期借入金 1,160,607 1,372,769

  リース債務 110,405 113,868

  未払法人税等 90,267 109,695

  未払消費税等 5,723 10,124

  設備関係支払手形 27,294 ※１  53,384

  設備関係電子記録債務 ※１  135,408 ※１  99,364

  その他 284,610 483,156

  流動負債合計 3,490,108 3,946,112

 固定負債   

  長期借入金 2,852,140 2,130,636

  リース債務 204,596 172,923

  繰延税金負債 263,010 199,033

  役員退職慰労引当金 122,070 132,645

  退職給付に係る負債 749,068 744,496

  資産除去債務 3,811 3,811

  固定負債合計 4,194,698 3,383,547

 負債合計 7,684,807 7,329,660

純資産の部   

 株主資本   

  資本金 4,791,796 4,791,796

  資本剰余金 2,995,928 2,995,928

  利益剰余金 2,017,801 2,171,925

  自己株式 △417,968 △418,293

  株主資本合計 9,387,558 9,541,356

 その他の包括利益累計額   

  その他有価証券評価差額金 582,434 417,424

  為替換算調整勘定 85,124 56,642

  退職給付に係る調整累計額 △27,679 △21,475

  その他の包括利益累計額合計 639,879 452,591

 純資産合計 10,027,438 9,993,947

負債純資産合計 17,712,245 17,323,608
 

EDINET提出書類

フジコピアン株式会社(E02402)

四半期報告書

10/18



(2) 【四半期連結損益計算書及び四半期連結包括利益計算書】

【四半期連結損益計算書】

【第２四半期連結累計期間】

           (単位：千円)

          前第２四半期連結累計期間
(自 平成29年１月１日
　至 平成29年６月30日)

当第２四半期連結累計期間
(自 平成30年１月１日
　至 平成30年６月30日)

売上高 4,294,211 4,551,839

売上原価 3,202,285 3,266,286

売上総利益 1,091,926 1,285,553

販売費及び一般管理費 ※1  937,020 ※1  974,434

営業利益 154,905 311,119

営業外収益   

 受取利息 774 623

 受取配当金 18,342 23,379

 保険返戻金 - 10,810

 その他 12,631 8,307

 営業外収益合計 31,748 43,121

営業外費用   

 支払利息 17,080 14,429

 為替差損 7,207 25,715

 その他 413 873

 営業外費用合計 24,701 41,019

経常利益 161,952 313,221

特別損失   

 固定資産廃棄損 26,988 10,114

 特別損失合計 26,988 10,114

税金等調整前四半期純利益 134,963 303,106

法人税等 41,785 87,670

四半期純利益 93,178 215,435

親会社株主に帰属する四半期純利益 93,178 215,435
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【四半期連結包括利益計算書】

【第２四半期連結累計期間】

           (単位：千円)

          前第２四半期連結累計期間
(自 平成29年１月１日
　至 平成29年６月30日)

当第２四半期連結累計期間
(自 平成30年１月１日
　至 平成30年６月30日)

四半期純利益 93,178 215,435

その他の包括利益   

 その他有価証券評価差額金 100,221 △165,010

 為替換算調整勘定 43,780 △28,482

 退職給付に係る調整額 8,943 6,204

 その他の包括利益合計 152,945 △187,288

四半期包括利益 246,124 28,147

（内訳）   

 親会社株主に係る四半期包括利益 246,124 28,147
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(3) 【四半期連結キャッシュ・フロー計算書】

           (単位：千円)

          前第２四半期連結累計期間
(自 平成29年１月１日
　至 平成29年６月30日)

当第２四半期連結累計期間
(自 平成30年１月１日
　至 平成30年６月30日)

営業活動によるキャッシュ・フロー   

 税金等調整前四半期純利益 134,963 303,106

 減価償却費 223,090 228,441

 のれん償却額 13,508 6,425

 退職給付に係る負債の増減額（△は減少） 10,079 1,982

 役員退職慰労引当金の増減額（△は減少） 10,350 10,575

 受取利息及び受取配当金 △19,116 △24,002

 保険返戻金 - △10,810

 支払利息 17,080 14,429

 固定資産廃棄損 26,988 10,114

 売上債権の増減額（△は増加） 38,316 △203,025

 たな卸資産の増減額（△は増加） △98,780 △72,414

 仕入債務の増減額（△は減少） △112,263 47,755

 未払又は未収消費税等の増減額 △22,982 62,801

 その他 122,937 181,946

 小計 344,172 557,326

 利息及び配当金の受取額 19,116 24,002

 利息の支払額 △17,215 △14,429

 法人税等の支払額 △49,869 △66,288

 営業活動によるキャッシュ・フロー 296,203 500,610

投資活動によるキャッシュ・フロー   

 有形固定資産の取得による支出 △609,254 △290,180

 無形固定資産の取得による支出 - △20,000

 投資有価証券の取得による支出 △3,017 △3,318

 貸付金の回収による収入 2,122 217

 保険積立金の解約による収入 - 47,110

 その他 △5,350 △249

 投資活動によるキャッシュ・フロー △615,499 △266,420

財務活動によるキャッシュ・フロー   

 短期借入金の純増減額（△は減少） 7,817 △3,135

 長期借入れによる収入 15,921 21,619

 長期借入金の返済による支出 △266,569 △525,767

 リース債務の返済による支出 △53,151 △55,660

 自己株式の取得による支出 △88 △325

 配当金の支払額 △61,375 △60,996

 セール・アンド・リースバックによる収入 313,000 -

 財務活動によるキャッシュ・フロー △44,446 △624,265

現金及び現金同等物に係る換算差額 20,303 △20,650

現金及び現金同等物の増減額（△は減少） △343,438 △410,726

現金及び現金同等物の期首残高 6,623,867 5,874,970

現金及び現金同等物の四半期末残高 ※１  6,280,429 ※１  5,464,244
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【注記事項】

(継続企業の前提に関する事項)

　　該当事項はありません。

 

(会計方針の変更等)

　　該当事項はありません。

 

(四半期連結財務諸表の作成にあたり適用した特有の会計処理)

該当事項はありません。

 

(追加情報)

該当事項はありません。

 
(四半期連結貸借対照表関係)

※１ 四半期連結会計期間末日満期手形、電子記録債権および電子記録債務の会計処理については、手形交換日また

は決済日をもって決済処理しております。

なお、当第２四半期連結会計期間末日が金融機関休業日であったため、次の四半期連結会計期間末日満期手

形、電子記録債権および電子記録債務が期末残高に含まれております。

 
前連結会計年度

(平成29年12月31日)
当第２四半期連結会計期間

(平成30年６月30日)

受取手形及び売掛金 6,361千円 5,452千円

電子記録債権 6,087 4,347

支払手形及び買掛金 32,161 53,905

電子記録債務 219,643 260,218

設備関係支払手形 ― 23,112

設備関係電子記録債務 117,133 15,025
 

 

(四半期連結損益計算書関係)

※１ 販売費及び一般管理費のうち主要な費目および金額は、次のとおりであります。

 

 
前第２四半期連結累計期間
(自 平成29年１月１日
至 平成29年６月30日)

当第２四半期連結累計期間
(自 平成30年１月１日
至 平成30年６月30日)

従業員給料及び賞与 233,905千円 248,727千円

退職給付費用 19,602  20,037  

役員退職慰労引当金繰入額 10,350  14,275  

研究開発費 192,737  185,539  
 

 

(四半期連結キャッシュ・フロー計算書関係)

※１  現金及び現金同等物の四半期末残高と四半期連結貸借対照表に掲記されている科目の金額との関係は、次のとお

りであります。

 

 
前第２四半期連結累計期間
(自 平成29年１月１日
至 平成29年６月30日)

当第２四半期連結累計期間
(自 平成30年１月１日
至 平成30年６月30日)

現金及び預金 6,280,429千円 5,464,244千円

預入期間が３ヶ月を超える
定期預金

― ―

現金及び現金同等物 6,280,429千円 5,464,244千円
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(株主資本等関係)

 

前第２四半期連結累計期間(自　平成29年１月１日　至　平成29年６月30日)

 

１　配当金支払額

 

決議 株式の種類
配当金の総額

(千円)
１株当たり
配当額(円)

基準日 効力発生日 配当の原資

平成29年２月13日
取締役会

普通株式 61,323 4.00 平成28年12月31日 平成29年３月10日 利益剰余金
 

　（注）平成29年７月１日付で普通株式10株につき１株の割合をもって株式併合を実施しております。

平成28年12月期の１株当たり配当額につきましては、当該株式併合前の実際の配当額を記載しております。

 

２　基準日が当第２四半期連結累計期間に属する配当のうち、配当の効力発生日が当第２四半期連結会計期間の末日

後となるもの

該当事項はありません。

 

当第２四半期連結累計期間(自　平成30年１月１日　至　平成30年６月30日)

 

１　配当金支払額

 

決議 株式の種類
配当金の総額

(千円)
１株当たり
配当額(円)

基準日 効力発生日 配当の原資

平成30年２月14日
取締役会

普通株式 61,312 40.00 平成29年12月31日 平成30年３月８日 利益剰余金
 

 

２　基準日が当第２四半期連結累計期間に属する配当のうち、配当の効力発生日が当第２四半期連結会計期間の末日

後となるもの

該当事項はありません。

 

(セグメント情報等)

【セグメント情報】

当グループは、インク製造技術、塗布技術を技術基盤として、印字記録媒体および事務用消耗品関連事業を主な

業務とした単一セグメントで事業活動を行っておりますので、記載を省略しております。
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(１株当たり情報)

１株当たり四半期純利益金額及び算定上の基礎は、以下のとおりであります。

項目
前第２四半期連結累計期間
(自 平成29年１月１日
至 平成29年６月30日)

当第２四半期連結累計期間
(自 平成30年１月１日
至 平成30年６月30日)

１株当たり四半期純利益金額 60円78銭 140円56銭

(算定上の基礎)   

親会社株主に帰属する四半期純利益金額(千円) 93,178 215,435

普通株主に帰属しない金額(千円) ― ―

普通株式に係る親会社株主に帰属する
四半期純利益金額(千円)

93,178 215,435

普通株式の期中平均株式数(株) 1,533,062 1,532,724
 

(注)１．潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額については、潜在株式が存在しないため記載しておりません。

２．平成29年７月１日付で普通株式10株につき１株の割合をもって株式併合を実施しております。前連結会計年

度の期首に当該株式併合が行われたと仮定し、１株当たり四半期純利益金額を算定しております。

 

(重要な後発事象)

該当事項はありません。

 

 

２ 【その他】

該当事項はありません。
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第二部 【提出会社の保証会社等の情報】

 

該当事項はありません。
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独立監査人の四半期レビュー報告書
 

平成30年８月10日

フジコピアン株式会社

取締役会　御中

 

EY新日本有限責任監査法人
 

 

 

指定有限責任社員

業務執行社員
 公認会計士　　和　田　林　 　一　毅　 ㊞

 

 

指定有限責任社員

業務執行社員
 公認会計士　　仲　　 　　　　昌　彦　 ㊞

 

 

当監査法人は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、「経理の状況」に掲げられているフジコピアン株

式会社の平成30年１月１日から平成30年12月31日までの連結会計年度の第２四半期連結会計期間(平成30年４月１日から

平成30年６月30日まで)及び第２四半期連結累計期間(平成30年１月１日から平成30年６月30日まで)に係る四半期連結財

務諸表、すなわち、四半期連結貸借対照表、四半期連結損益計算書、四半期連結包括利益計算書、四半期連結キャッ

シュ・フロー計算書及び注記について四半期レビューを行った。

 

四半期連結財務諸表に対する経営者の責任

経営者の責任は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して四半期連結

財務諸表を作成し適正に表示することにある。これには、不正又は誤謬による重要な虚偽表示のない四半期連結財務諸

表を作成し適正に表示するために経営者が必要と判断した内部統制を整備及び運用することが含まれる。

 

監査人の責任

当監査法人の責任は、当監査法人が実施した四半期レビューに基づいて、独立の立場から四半期連結財務諸表に対す

る結論を表明することにある。当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期レビューの基準に準

拠して四半期レビューを行った。

四半期レビューにおいては、主として経営者、財務及び会計に関する事項に責任を有する者等に対して実施される質

問、分析的手続その他の四半期レビュー手続が実施される。四半期レビュー手続は、我が国において一般に公正妥当と

認められる監査の基準に準拠して実施される年度の財務諸表の監査に比べて限定された手続である。

当監査法人は、結論の表明の基礎となる証拠を入手したと判断している。

 

監査人の結論

当監査法人が実施した四半期レビューにおいて、上記の四半期連結財務諸表が、我が国において一般に公正妥当と認

められる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して、フジコピアン株式会社及び連結子会社の平成30年６月30日現在の

財政状態並びに同日をもって終了する第２四半期連結累計期間の経営成績及びキャッシュ・フローの状況を適正に表示

していないと信じさせる事項がすべての重要な点において認められなかった。

 

利害関係

会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係はない。

 

以  上

 
 

(注) １　上記は四半期レビュー報告書の原本に記載された事項を電子化したものであり、その原本は当社(四半期報

告書提出会社)が別途保管しております。

２　XBRLデータは四半期レビューの対象には含まれていません。
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